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三浦外洋セーリングクラブ理事会議事録 

開催日： 2017 年 5 月 16 日（火）18:15～18:52 

場 所： 虎ノ門 第二オカモトヤビル 3階会議室 

出席者：理 事：飯島、大谷、尾山、北村、黒岩、児玉、才藤、庄野、関根、外山、丹羽、平松、        

        星野、三輪 

    監 事：藤田 

    オブザーバー：北川 

欠席者：理 事：伊藤、小川、新通 

    監 事：望月 

 

尾山会長が議長となり、議事録作成人に北川、同署名人に才藤理事を指名して、下記議案につき審

議した。 

 

1. 2016年度通常総会、基金総会資料に関して（事務局） 

三浦外洋セーリングクラブ基金 実績 にある基金役員の訂正。庄野理事削除、黒岩理事追加。 

2016年度基金総会次第から 2.基金会長並びに基金運営委員交代の件 を削除。 

 

2. 未入金回収とその処理に関して（事務局） 

2016年度、2017年度会費を同時に入金してきた会員の会計処理についてどのように扱うのか諮ら

れ、2016年度分は雑収入とすればよいと結論した。 

 

3. 関東ミドルボート選手権報告（才藤理事） 

才藤理事から関東ミドルボート選手権のレース報告があった。 

全39艇、最終日は風に恵まれなかったが久しぶりに全レース成立でき、事故もなく完了した。 

 

4. 外洋三崎主催小笠原レース参戦艇報告（庄野理事、児玉理事） 

庄野理事、児玉理事からレース参戦の報告があった。 

尾山会長から、トラッキングシステムが優秀でより安全性の高いレースができそうと報告された。 

 

5. その他 

尾山会長から、会員サービスの一環として安全装備の拡充、安全講習会などのための予算枠を確保

したいと諮られ、安全委員会予算を500,000円とすることで承認された。 

JSAFの中での三浦外洋セーリングクラブの位置づけを向上させるべく、三浦の活動を通して功労が

あった方などをJSAFの表彰などにアピールしていくことが報告された。 

 

以上で本日の議事をすべて終了し、18時52分閉会した。 

以 上 

2017 年 5 月  日 

議事録署名人 

 


